
平成 30年　3月号 ロータリーの友

　2011 年 3月 11 日に発生した東日本大震災で両親も
しくは片親を失った遺児たちが、大学、専門学校への入
学から卒業までを支援する「ロータリー希望の風奨学金」
の開始から 6年が経過しました。
　当協議会では毎年、奨学生にアンケートを取っていま
す。これまでの回答では、被災遺児として、支援者と直
接会って話すことに躊

ちゅうちょ

躇しているようでした。しかし回
数を重ねるうちに、少しずつですが、支援してくれたロー
タリアンの皆さまに直接お礼を伝えたい、との回答を寄
せられる奨学生も散見されるようになりました。そこで
東京都を中心とした関東圏内の大学や専門学校に在籍
している学生に懇談会への参加を呼び掛けたところ、4
人の奨学生が参加してくれることになり、11月 12 日、
懇談会を開催することになりました。
　参加者の出身は福島県１人、宮城県 1人、岩手県 2
人です。被災時、彼らはまだ中高生で「ロータリー希望
の風奨学金」のことは、学校の先生から勧められたり、
家族が調べたりして知ったそうです。

　ロータリー東日本大震災青少年支援連絡協議会委員長　地葉　新司（潟上ＲＣ）
「ロータリー希望の風」奨学生との懇談会を開催

東日本大震災が起こってから今年で 7年。支援を必要としている人はまだ多くいます。
ロータリークラブでは、さまざまな活動を継続的に行っています。その活動を熊本地震
の被災地に対する活動も併せて紹介します。

　協議会からは、3人のロータリア
ンが出席しました。奨学生たちは
ロータリーという名前は知っていて
も、どのような人たちが何をしてい
るのかを知るのは初めてとのことで
した。ロータリーの具体的な活動を
紹介すると、驚かれたようで、若い
世代の人たちや留学生、海外のロー
タリーとの交流に興味を示していま
した。また、これから社会人となる
上で、社会人の先輩でもあるロー
タリアンとの交流にも興味を持ち、
ロータリーの例会、地区大会への参
加にも前向きな様子を感じました。
　「ロータリー希望の風奨学金」以

外の奨学金も得ている奨学生もいましたが、皆アルバイ
トしながら学生生活を送っています。「ロータリー希望
の風奨学金」は、学費や生活費として、また自分自身の
さらなる成長に費やす資金として大いに役立っていて、
感謝しているとのことでした。
　懇談会の終わりに奨学生たちに感想を聞いたところ、
「ロータリーを知らずに奨学金をもらっていたけれど、
いろいろ知ることができて参加してよかった。今後も交
流を続けていきたいです」とのことでした。次につなが
る交流が持てたと強く感じました。
　協議会としては、初めて奨学生の生の声を聞く機会と
なりました。これからはさまざまな形で交流を図ってい
きたいと考えています。
　最後に、この懇談会の開催にあたり、ご協力いただい
た第 2580地区ロータリー希望の風奨学金支援特別委員
会に感謝します。　　（第2540地区2010－11年度ガバナー）
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※「ロータリー希望の風奨学金」についての詳細は『友』
　2017 年 9月号横組み P36 ～ 39 をご覧ください。


